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Ⅰ 目的 
   学生が教育理念、教育目的に沿って実践的な職業教育を受けられるよう、学校

関係者が評価を行うことで教育内容の改善や自己評価の透明性・客観性を高める。 
   また、学校関係者からの助言を踏まえたうえで継続的な学校運営に活かすこと

とする。 
 
Ⅱ 学校関係者評価 
   学生が就職する企業・卒業生・高校・地域団体等により学校関係者を選定し、

学校運営について学校自己評価を行い結果について外部評価を行った。 
また、教育活動については、教育課程編成委員会を行い、報告内容を基に得

られた助言を積極的に取り入れより実践的な人材の育成に努めた。なお、評価
は次の項目による。 

  ・自己評価の内容が適切かどうか 
  ・自己評価の結果を踏まえた今後の改善方針が適切かどうか 
  ・学校の重点目標や具体的方策等が適切かどうか 
  ・学校運営の改善に向けた実際の取組みが適切かどうか 
  ・教育課程編成委員会の委員会報告が適切かどうか 
 
Ⅲ 学校関係者評価委員会 
 １ 委員 

横山  巌  一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会 会長 
（留 任） 
大塚 憲一  株式会社大高開発 代表取締役  
（留 任） 
川崎 信三  大正測量設計株式会社 代表取締役  
（留 任） 
外園 令明  外園税理士事務所 所長 
（留 任） 
永沼 真紀  学校法人嶋田学園飯塚高等学校 校長 
（留 任） 
山本 旗年  学校法人嶋田学園福岡国土建設専門学校同窓会 会長  
（留 任）  公益財団法人日本測量協会 九州支部長 
       株式会社サンコンサル 取締役会長 
 

 ２ 任期 
委員任期を令和３年４月１日から令和５年３月３１日とする。 

 
Ⅳ 実施 
   令和４年度学校関係者評価委員会が実施された。 
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令和４年度学校関係者評価委員会 

 

開催日時 令和４年８月１７日 １５時から１６時まで 

会 場  学校法人嶋田学園 福岡国土建設専門学校 多目的ホール 

出席者  嶋田 吉勝 学校法人嶋田学園 理事長 

     横山 巌  一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会 会長 

     大塚 憲一 株式会社大高開発 代表取締役  

     川崎 信三 大正測量設計株式会社 代表取締役  

     外園 令明 外園税理士事務所 所長 

     永沼 真紀 学校法人嶋田学園飯塚高等学校 校長 

     山本 旗年 学校法人嶋田学園福岡国土建設専門学校同窓会 会長  

           公益財団法人日本測量協会 九州支部長 

           株式会社サンコンサル 取締役会長 

 

説 明  三角 雅則 校長 

記 録  嶋田 吉敬 副校長 

司 会  木村 浩三 教頭 

運 営  瀬戸口慶文 事務長 

 

会次第 

１ 理事長挨拶 

   コロナ禍の中で、ご足労を頂いた皆さんに感謝申し上げる。横山会長は令和 4 年建設事業関係功

労者として国土交通大臣表彰、名誉ある賞を受賞され、大変めでたいことである。業界にとっても

励みとなり、今後のご活躍を祈念する次第である。これまで、学校内外の皆様から貴重なご意見を

頂いてきて大変助けになっている。 

今年度、留学生が多数入国し入学することができた。許可を受けた学生の 9 割が入国を果たし、

人員の拡充も検討している次第である。 

本日頂いた意見を踏まえ、さらに改善を進めて行きたい。 

 

２ 校長挨拶 

    ５月３１日の西日本新聞を配布している。子ども記者が取材に来てくれ、1 面に記事が載って大

変宣伝になった。また、測量の日のイベントが３年ぶりに実施され、学生が多数受賞した。本日、

日本語学科１０８名の学生に始業式を行った。 

明日は工業専門課程の始業式、明後日からは実習を予定している。実習を通じてコミュニケー

ション力や社会性なども養うことができ、学生にとって貴重な機会となる。本校の伝統にも繋が

っている。引き続き地域の方々とのご縁も大事にして今後の発展に向けて取り組んでいきたい。

本日はどうぞよろしくお願い申し上げる。 
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３ 委員長・副議長選出 

    本校同窓会会長 山本旗年 氏を委員長に選出する。また、進行役として 

本校教頭 木村浩三 を副議長に選出する。議事に沿って、副議長が議事を 

進行した。 

 

4 経過報告 

（１） 令和３年度学校関係者評価委員会経過報告 

本校多目的ホールにて令和３年１０月２０日に開催。 

評価としては、「ほぼ適切である」または「適切である」と評価頂き、令和４年 

２月１日ホームページ上に自己評価として公開。 

 

（２） 令和４年度第１回教育課程編成委員会報告 

    本校多目的ホールにて令和４年５月１７日に開催。 

     外部委員からの質疑応答では、 

ア 高齢化と若手人材の不足 

イ 留学生の就職・定着率 

が挙げられ、内部委員との意見交換がなされた。 

 

5 令和４年度学校の現状 

    令和４年度の定員 220 名に対し 237 名の入学。 

    日本語学科には 106 名が入学し、現在 338 名の学生が学んでいる。 

   工業専門課程 7 クラスでは電子黒板等 ICT に係る設備を導入。 

   工業専門課程測量 3 学科では那珂川河畔公園を中心とした実習を修了し、国土地理院の定めるカリ

キュラムを修了することができた。 

   卒業時に 3 名が測量士、63 名が測量士補を取得することがで養成施設としての役目を果たすことが

できた。 

   

6 自己評価結果報告 

    ５月２１日から５月３１日までを実施期間とし、１１の大項目、６３の小項目について専任教

員１３名が４段階で評価。 

    今年度は各人の自己評価についての面談も実施した。 

    評価点 「適切」4 点、「ほぼ適切」3 点、「やや適切」2 点、「不適切」1 点 

    評価結果は 

   ア 教育理念・目標・人材育成像 

      5 項目の平均は評価 3.6 であり、例年に続き高評価であった。 

   イ 学校運営 

a.目的に沿った運営方針の策定、g.教育活動等に関する情報公開の 2 項目が平均評価 3.5 と
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高評価であった。 

   ウ 教育活動 

       教育理念等に沿った教育課程の編成・実施の策定、業界のニーズを踏まえた教育到達レ

ベル等の明確化、成績・進級・卒業基準の明確化、資格取得に関する指導体制の体系的な

位置づけの項目は「適切」であるとの評価。 

       企業や団体との提携、インターンシップ、人材育成や教員の確保について平均 3.0 と「ほ

ぼ適切」との評価であった。 

   エ 学修成果 

       就職率・資格取得率の向上、退学率低減が図られていることについては高評価を得た。 

   オ 学生支援 

       進路や就職・学生相談等支援体制、保護者への連携については高評価を得た。 

   カ 教育環境・学生支援 

       防災に対する体制整備については「ほぼ適切」以上の評価を得た。 

      施設や設備については「不適切」も見られ、wifi 環境や施設老朽化等解決が求められた。 

   キ 学生の受入・募集 

       3 項目すべてが 3.5 以上と高評価であった。 

   ク 財務 

       4 項目ともに「ほぼ適切」の評価 3 であった。 

   ケ 法令等の遵守 

       法令・設置基準の遵守、自己評価公開が平均 3.5、個人情報保護と自己評価の実施・改善

が 3.2「ほぼ適切」との評価。 

   コ 社会貢献・地域貢献 

       3 項目すべてが「ほぼ適切」の評価であった。出前授業や三筑小学校との 

      交流への高評価で、その他の活動促進・情報提供をさらに進めることが求められた。 

   サ 国際交流 

       留学生の受け入れについては 3.5 と高評価。入国後学習や生活指導を強化することが求め

られている。教職員の学生へのフォロー体制を充実させると同時に外部サポートについて

引き続き検討する。 

7 自己評価等に対する意見 

（１）  業界は、高齢化が進み、人材の育成・確保が求められている。測量士補を取得し卒業する留学

生は若い人材となり得るのか。 

   

    留学生を工業専門課程に入学させて１３年目を迎える。日本人と同様に測量士補を取得し、そ

の後測量士となった者も少なくない。留学生は、ほぼ２０代で就労ビザを取得し、長く日本で働

くことができる人材である。 

    また、留学生の卒業に合わせて開拓した企業で現在も働いているなど評価は高く、測量設計業

界にとって貴重な存在である。 
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（２）  測量設計業界を離職するケースが見られる。国家資格測量士・士補を取得している貴重な存

在・財産である。離職しないように企業努力とともに、貴校では未然に防ぐことができるように

お願いしたい。 

 

測量の魅力を個々の学生に伝える方策として、入学後すぐに日本測量協会準会員とし、早い時

期から月間「測量」を読めるように配慮している。 

また、ハローワークからの情報によると国家資格を取得している者には、再度同じ業界で働く

ことを促しているそうである。測量士補を持ったら、まずは測量士をめざすように説き、引き続

き測量設計業界の良き人材の育成に努めたい。 

 

（３）  測量士試験では、受験者数が微増の傾向である。書店で測量に係る書籍や測量試験に係る問題

集などはあまり見かけないが、測量設計業界を担う人材の育成等が核となって進めてほしい。と

りわけ、貴校の学校案内には工夫を感じる。 

 

学校案内をもって高校・企業・測量設計協会を広報として訪問している。おかげさまで本校の

オープンキャンパス（体験入学）参加者は増加傾向である。 

オープンキャンパス参加者のかなりの比率で入学者となっている。 

ブータン王立大学との測量に係る提携を進めている。ブータンで測量を学んだ学生が本校でさ

らに学べるような仕組みを考えている。さらなるご協力をお願いする。 

 

8 学校関係者評価のまとめ 

 

（１）自己評価の内容が適切かどうか 

（２）自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか 

（３）学校の重点目標や具体的方策等が適切かどうか 

（４）学校運営の改善に向けた委員会報告が適切かどうか 

（５）教育編成委員会の委員会報告が適切かどうか  

の 5 つについて 3「ほぼ適切」と委員長が問い、審議の結果、評価のまとめと 

して、全会一致で「ほぼ適切」とした。 

 

9 自己評価及び学校関係者評価の公表 

   令和 5 年２月 1 日を目途にホームページ上に公開する。 

 

10 閉会 

   次回は令和 5 年８月 17 日の開催予定とし閉会する。 
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令和４年度第１回教育課程編成委員会 
 
 
開催日時   令和４年５月１７日火曜日  １５時から１６時３０分まで  
 
会   場   学校法人嶋田学園福岡国土建設専門学校  多目的ホール  
 
出  席  者  理  事  長  嶋田  吉勝   
       委  員  長  三角  雅則  校長   
        外部委員  山本  棱一  一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会  
                前副会長  
                株式会社アジア建設コンサルタント  代表取締役  
                前会長  
          興梠  博文  一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会  
                理事  
                九州測量設計株式会社  代表取締役  
          叶   信彦  一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会  
                理事  
                  九州コンサルタント株式会社 代表取締役 
        内部委員  川畑  英樹  工業専門課程部長・測量技術科主任            
          松永  一樹  測量技術情報科主任・庶務主任  
          吉住  和翁  学務部長・都市環境設計科主任  
          金子  雅美  国際情報ビジネス科主任  
 
     司   会  木村  浩三  教頭  
     記   録  嶋田  吉敬  副校長  
     運営補助  瀬戸口慶文  事務長  
 
会  次  第  
１ 理事長挨拶 
   各委員の皆様には、ご多用な中、ご出席いただき感謝申し上げる。職業実践専門課程

に係る制度が始まってすぐに認可をいただき、平成２６年から開始することができた
のは、業界の皆様にご指導いただいたおかげである。近年、ＤＸの時代と云われてい
る。この変化が大きい時代に、業界の皆様にさらなるご支援・ご協力をいただき、時
代の要請に応える体制を築いていきたい。引き続きよろしくお願いする。  

 
２ 開会挨拶  
   昭和５４年に浮羽工業高校へ初任者として赴任、当時１年生だった生徒を３年後   

に就職させた。４１年ぶりにこの卒業生から、現在も同じ会社で頑張っていると連絡
があり大変嬉しかった。学生達が技術者として長いキャリアを積んでいくことが業界
から求められている。引き続き業界のニーズに応える人材の育成に努めたい。皆様方
のご支援・ご協力をよろしくお願いする。  

 
３ 経過報告 
   職業実践専門課程として文部科学大臣より認定を受け、教育課程編成委員会を設   

置、５月・１２月の年２回開催し、工業専門課程各学科、業界の現状等について質疑
応答を行い、学生が最新の知識・技術が身につくカリキュラムの編成、実際の授業、
そして職員の研修等に生かしている。学校関係者評価委員会での学校評価等を含め、
本校ホームページへ年度内２月に「自己評価等」として掲載・提供している。  

（１）令和３年度度第１回教育課程編成委員会 
 令和３年度第１回教育課程編成委員会は、新型コロナウィルス感染症防止対策として、 

        年度と同様に外部委員から書面による回答とし、内部委員でまとめた。 
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（２）令和３年度学校関係者評価委員会 
 令和３年８月１７日を延期し、令和３年１０月２０日実施した。 

本校同窓会長 山本旗年 氏を委員長に選出する。議事にそって委員長が議事を進行し  
 
 

 

 た。自己評価結果に対するご意見等により、学校関係者評価としてまとめた。ほぼ適切また 
 は適切であると評価いただいた。 

 
（３）令和３年度第２回教育課程編成委員会 
    令和３年１２月２３日に実施した。  
   公共測量作業規程の準則の一部が改正となった。「三次元点群測量」という新しい編を設け、 
 
 

 ＵＡＶ点群測量及び地上レーザ点群測量等が新規追加となった。この改正に応える授業内 
容となるべく努めていきたい。 

 
４ 各学科の教育活動（企業連携、教育内容、資格取得、進路状況 等） 
    ｢職業実践専門課程｣とは、専門学校のうち、企業等と密接に連携して、最新の実   

務の知識・技術・技能を身につけられる実践的な職業教育に取り組む学科を文部科学
大臣が認定する課程をいいます。  

   令和３年度は全国で６２校８８学科が認定され、平成２５年当初からの認定数を   
合計すると、全国で１０８４校３１５４学科となっています。認定された学科を分野
別にみると、工業分野１２８１学科中６７５学科（５２．７％）が認定されており、
他分野と比較しても依然として多い状況が続いております。  

   本校においては、さらなる教育内容の充実発展を図り、学生及び企業が希望する   
人材を育むように努力していきます。  

 
［各学科の昨年度の実績及び本年度の予定（計画）］  
（１）測量技術科  
  ア  令和３年度  
     入学３５名：卒業３５名  
     就職３５名：就職１７名復職１８名  
     国家資格取得：測量士３名・測量士補３１名  ※測量士補取得済者１名   
   イ 令和４年度 
      入学２１名（含む高校新卒５名・復職者９名） 
           長期高度人材育成コース訓練生１名 
           年齢層１８～５１歳 ※測量士補取得済者１名 
   ウ ＩＣＴ関連科目（ＰＣ・プロジェクタ・スクリーン等使用） 
      ＧＮＳＳ測量実習（村里）・水準測量実習（松永）・写真測量実習（村里） 
      ・情報処理実習（村里）・ＣＡＤ演習（佐竹）・地理情報システム（村里） 
   エ 企業連携（前年度同様継続実施） 
      科目「応用測量」：有限会社国土調査事務所代表取締役 村田 嘉文 氏 
      科目「ＣＡＤ演習」：メディア工房代表 佐竹 一生 氏 
   
（２）測量技術情報科【職業実践専門課程認定学科】  
  ア  令和３年度  
     １年生  
      入学２５名うち留学生２０名（ネパール１９名・インドネシア１名）  
      進級２４名（退学１名）  
     ２年生  
      進級１７名うち留学生１２名  
            （ネパール６名・ベトナム４名・中国１名・ブータン１名）  
      卒業１７名：就職１７名  
      国家資格取得  測量士補１７名  
  イ  令和４年度  
     １年生  
      入学２１名うち留学生１６名（ネパール１６名）  
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     ２年生  
      進級２４名うち留学生１９名（ネパール１８名・インドネシア１名）  
 
   ウ ＩＣＴ関連科目（ＰＣ・プロジェクタ・スクリーン等使用） 
      ＧＮＳＳ測量実習（村里）・水準測量実習（松永）・写真測量実習（村里） 
      ・情報処理実習（村里）・ＣＡＤ演習（佐竹）・ＩＴ演習（川副） 
      ・地理情報システム（吉住） 
   エ 企業連携（前年度同様継続実施） 
     科目「応用測量」：有限会社  国土調査事務所  代表取締役  村田  嘉文  氏  
     科目「ＣＡＤ演習」：メディア工房  代表  佐竹  一生  氏  
     科目「ＩＴ演習」：住環境デザイン研究所  代表  川副  嘉久  氏  
 
（３）都市環境設計科【職業実践専門課程認定学科】  
  ア  令和３年度  
     １年生  
      入学２７名  
      進級２４名（退学３名）  
     ２年生  
      進級１６名：施工技術者コース１０名・技術系公務員コース６名  
      卒業１６名：就職１６名  
      国家資格取得  測量士補１５名  ※測量士補取得済者１名  
             土木施工管理技術検定  合格者１５名（合格率９３．８％）  
             ※合格済者１名  
  イ  令和４年度  
     １年生  
      入学２９名  
     ２年生  
      進級２４名：建設技術者コース１１名・公務員コース１３名  
  ウ ＩＣＴ関連科目（ＰＣ・プロジェクタ・スクリーン等使用） 
     ＧＮＳＳ測量実習（村里）・水準測量実習（松永）・写真測量実習（村里） 
      ・情報処理実習（村里）・ＣＡＤ演習（佐竹）・用地補償（野田） 
     ・地理情報システム（吉住）・ＣＡＤ設計製図（吉住） 
  エ 企業連携（前年度同様継続実施） 
     科目「応用測量」  ：有限会社  国土調査事務所  代表取締役  村田  嘉文  氏  
     科目「ＣＡＤ演習」：メディア工房  代表  佐竹  一生  氏  
     科目「土質工学」  ：住環境デザイン研究所  代表  川副  嘉久  氏  
 
（４）国際情報ビジネス科  
  ア  令和３年度  
     １年生  
      入学７７名（ネパール６４名・ベトナム１３名）  
      ・進級６６名（ネパール５７名・ベトナム９名）  
      ・退学７名・転科３名・留年１名  
      資格  ワープロ検定４級  ６８名受験うち４２名合格  
     ２年生  
      進級３９名  
           （ネパール２８名・ベトナム９名・ブータン１名・モンゴル１名）  

復学１名（ネパール１名）  
      卒業３７名・退学３名  
      就職２９名（含む特定技能３名）・進学４名（含む転科２名）  
      ・家族ビザ３名・帰国１名  
      就職先：建設・飲食製造・外食・宿泊  等  
       資格  サービス接遇検定３級  ３５名受験うち１６名合格  
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   イ  令和４年度  
      １年生  
       入学４６名（ネパール３７名・ベトナム８名・インドネシア１名）  
       ・復学１名（ネパール１名）  
      ２年生  
       進級６６名（ネパール５７名・ベトナム９名）  
   ウ  ＩＣＴ関連科目（ＰＣ・プロジェクタ・スクリーン等使用）  
            ・建設情報ビジネス（三好）・ＣＡＤデザイン（佐竹）・植栽学（岩熊）  
            ・ワークショップ（貞清）・ガーデンデザイン（小野）  
            ・ビジネス日本語（金子）・ビジネスマナー（金子）・ビジネス検定（金子） 
 
５ 外部委員による質疑応答 

 
（１）離職防止について  
    測量に係る仕事に就いたものの離職するケースが多々ある。福岡国土建設専門    

学校において、その原因に関するヒアリング、セーフティネットとしての役割を担
うことができたらと考える。離職に至る前に学校に相談に行くなどの手だてが求め
られている。  

 
    在学中、離職する前に必ず学校に相談することを学生に周知している。相談に    

来た卒業生には仕事に前向きになるようにケアしている。国家資格「測量士・士補」
を持っているのでハローワークに職探しに行くと同じ業界で働くことを勧められて
いるようである。  

    就職１００パーセントであることをアピールしているが、就職後のフォローも    
大切である。同窓会での調査、卒業前にはがきを持たせ、アンケート等への回答な
ど工夫し、継続して離職が減少するように努めていきたい。  

 
６ 業界の現状と質疑応答 
（１）高齢化と若い担い手が少ないことが直近の課題、課題解決にあたって  
    ４・５年前に採用した職員が公務員試験に合格し、転職するなど、３０から４    

０代の世代が隙間となり、高齢化と若い担い手が少ないことが直近の課題である。
「測量士・士補」の国家資格が試験免除で取得といった利点、福岡という住みやす
い魅力などを伝える中、課題解決にあたってほしい。  

 
    専門実践教育訓練給付金及び教育訓練支援給付金、人材開発支援助成金、高度    

人材育成事業等を活用して学ぶ学生が増加している。さらには、福岡県に限らず他
県の測量協会にもメールの配信など周知をお願いしている。高校生の入職・本校へ
の入学等について引き続き協会とともに検討し、担い手を育成していきたい。  

 
（２）留学生の就職・定着率について  
    コンビニでの留学生の接客に係るアルバイトの状況を見ると、留学生が測量設    

計業に就職し活躍する時代の到来を感じる。定着率も含め留学生の状況についてお
伺いしたい。  

    留学生を受け入れて１３年目を迎える。今年は、東京・千葉・静岡・京都・福岡に
就職している。特に国家資格「測量士補」を取得しているので入管庁も技術職とみ
なし、就労ビザを与えている。１０年以上働いている本校出身者も数多くおり、福
岡市で働く卒業生も増えている。近頃の傾向としては測量士補から測量士をめざす
留学生が増え、定着率も高い。外国籍の本校卒業生を雇用することも人材の確保・
担い手育成につながる。  
 

７ 次回委員会開催連絡 
   令和４年１２月２２日木曜日に第２回教育課程編成委員会を開催予定。  

 
８ 閉会 
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令和４年度第２回教育課程編成委員会 

 

開催日時 令和４年１２月２３日木曜日 １５時から１６時まで 
 
会 場  学校法人嶋田学園 福岡国土建設専門学校 多目的ホール 
 
出席者  理事長 嶋田 吉勝 
     委員長 三角 雅則 校長 
     外部委員 山本 棱一 一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会 
               前副会長 
               株式会社アジア建設コンサルタント 代表取締役 
               前会長 
         興梠 博文 一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会 
               理事 
               九州測量設計株式会社 代表取締役 
         叶  信彦 一般社団法人福岡県測量設計コンサルタンツ協会 
               理事 
               九州コンサルタント株式会社 代表取締役   
     内部委員 川畑 英樹 工業専門課程部長・測量技術科主任 
         松永 一樹 測量技術情報科主任・庶務主任 
         吉住 和翁 学務部長・都市環境設計科主任 
         金子 雅美 国際情報ビジネス科主任         
司 会  木村 浩三 教頭 
記 録  嶋田 吉敬 副校長 
運 営  瀬戸口慶文 事務長 
 
会次第 
１ 理事長挨拶  嶋田 吉勝 理事長 
   寒波の中ご出席をいただき心より感謝申し上げる。本校は 50 周年を迎えるが、さらなる教育

環境の充実を図りたい。国際関係ではご紹介していたとおり、ブータン王立大学との協定締結
が進んでいる。各分野の現状についてそれぞれの担当者から話をさせていただくので、忌憚の
ない意見をお願いする。 

 
２ 開会挨拶  委員長 
   お足元が悪い中でご参加をいただき感謝申し上げる。本校は 50 周年を迎えるが、さらなる発

展をしていくためにも皆様よりぜひご助言をいただきたい。よろしくお願い申し上げる。 
 
３ 経過報告  委員長 
（３） 令和 4年度第１回教育課程編成委員会まとめ 
   本校多目的ホールにて令和４年 5 月１７日に実施した。 

外部委員からの質疑応答では、 
（ア）高齢化と若手人材の不足 
（イ）留学生の就職・定着率 
が挙げられ、内部委員との意見交換がなされた。 
 

（４） 令和４年度学校関係者評価委員会まとめ 
    本校多目的ホールにて令和４年８月１７日に実施した。 
     学校関係者評価のまとめとして、全会一致で「ほぼ適切」とした 
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４ 各学科の報告  
（１） 測量技術科（報告者：川畑 英樹） 

１年課程（在籍数２０名） 
・８月１９日から１１月７日（のべ５３日）の実習期間では、｢ＴＳによる基準点測量｣、
｢ＧＮＳＳによる基準点測量｣、｢水準測量｣、｢応用測量｣、｢写真測量｣、｢地形測量｣、｢地
図編集｣、｢情報処理｣、「ＵＡＶ実習」を実施した。 
・前期試験については、成績・欠席ともにおおむね良好であった。 
・就職活動については、就職希望者１１名中９名が内定している。 
２０名中１８名内定（うち復職者９名含む） 

（２） 測量技術情報科（報告者：松永 一樹） 
２年課程 

【１年生】（在籍数２０名：日本人５名・留学生１５名） 
・８月１９日から１１月７日までの実習期間では、｢ＴＳによる基準点測量｣、｢写真測量｣、
｢地形測量｣、｢情報処理｣を実施した。 
・資格試験 
（日本語能力試験） 
７月３日受験済（Ｎ３ １名合格）１２月４日受験済（結果待ち） 

【２年生】（在籍数２４名：日本人５名・留学生１９名） 
・８月１９日から１１月７日までの実習期間では、｢ＧＮＳＳによる基準点測量｣、｢水準測
量｣、｢地図編集｣、｢応用測量｣、｢ＩＴ演習｣、「ＵＡＶ実習」を実施した。 
・企業連携科目である｢ＣＡＤ演習｣、｢ＩＴ演習｣は終了、｢応用測量｣は年度末まで。 
・就職進路活動については、１５名（日本人２名・留学生１３名）が内定している。 

未定者は日本人３名 留学生６名（就職希望）である。 
・資格試験 
（日本語能力試験） 
７月３日受験済（Ｎ３ １名合格）１２月４日受験済（結果待ち） 

（３）都市環境設計科（報告者：吉住 和翁） 
２年課程 
８月１９日から１１月７日までの実習期間は測量技術情報科と同様の内容である。 

【１年生】（在籍数２９名） 
・１２月１３日に２年次コース選択に向け、公務員コースと建設技術者コースについて説明
会を実施した。来年１月にコース選択に係る面談を実施する。 

【２年生】（在籍数２４名） 
・技術系公務員コース１３名 
公務員最終合格１２ヶ所（１次試験合格率４８．４％） 

   内定者７名（公務員７名）  
福岡管区気象台、陸上自衛隊西部方面総監部、福岡県庁 
京都市役所、唐津市役所、那覇市役所 
未定者は６名（公務員受験中３名、民間希望３名） 

・施工技術者コース１１名 
８月に行う予定であったインターンシップはコロナウィルスの影響により中止し、代わり
にドローン講習を実施。 
内定者８名（土木５名、建設コンサル 1 名、設計１名、他業種１名）未定者は３名 

（４）国際情報ビジネス科（報告者：金子 雅美） 
２年課程  

【１年生】（在籍数４７名 ※ 休学者１名含む） 
・出身国：ネパール ３９名 ベトナム ８名  
・資格試験 
（日本語能力試験） 
７月 ３日受験（Ｎ２ ３名,Ｎ３ １名,Ｎ４ １２名合格） 
１２月 ４日受験（結果待ち）  
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（日本語ﾜｰﾌﾟﾛ検定） 令和５年２月１3 日受験予定  
【２年生】（在籍数６５名）  
・出身国：ネパール ５６名 ベトナム ９名 
・資格試験 
（日本語能力試験） 
７月 ３日受験（Ｎ２ ４名,Ｎ３ ７名,Ｎ４ ２名合格） 
１２月 ４日受験（結果待ち）  

（ﾜｰﾌﾟﾛ検定４級）   ２月２０日受験（４０名合格） 
（ｻｰﾋﾞｽ接遇検定３級）１１月 ５日受験（２７名合格） 

・進路  
就職希望５７名（内定１５名） 進学希望６名  家族ビザ申請予定２名 

  進学決定４名： 
コンピュータ学院データサイエンス科２名, 
情報システム学科１名 

  第一自動車大学校自動車整備学科留学生基礎自動車整備士コース１名 

５ 外部委員による質疑応答 
（１）離職防止について 

 前回の教育課程編成委員会でも話が出たが、測量に係る仕事に就いた物の離職するケース
が多々ある。福岡国土建設専門学校において、その原因に関するヒアリングや離職に至る前
の相談を受けるなどの工夫ができないか。 

在学中、離職する前に必ず学校に相談するように周知している。相談に来た学生には仕事
に前向きになるように意識してケアを行っている。また、国家資格「測量士・士補」を持っ
ているのでハローワークに職探しに行くと同じ測量業界で働くことを勧められるように助言
を受けている。 
学校としては卒業生フォローとして動態をアンケートなどで把握し、調査することも検討

している。 

６ 業界の報告と質疑応答 
（１）担い手不足と働き方改革、就労の心構えについて 

 人材不足で、若者が少ないことが大きな課題。就労した後にギャップで退職する 
者も多い。働き方改革で残業や給料の改善は今後進む可能性があるが、仕事に対す 
る心構えがなくては難しいと考える。 

学校では実習に注力しており、社会人としての素養や協調性は養っている。時代 
の流れもあり、これまでの当たりまえが通用しないところもあるので教え方も毎年変えてい
るのが現状である。 

（２）学校との連携について 
 出前授業がきっかけで出願が増えた事例があり、連携した体験型の授業等により関心が強
まったと考える 

。 
測量について知らない学校の先生や学生が多いので、啓発していくことが重要。 

ドローンの活用等でアピールができれば学校・業界に興味を持ってもらえる可能性がある。
企業・協会との連携をさらに深めていきたい。 

７ 次回委員会開催連絡 
  次回は令和 5 年５月 17 日の開催予定 

８ 閉会 



収支状況（令和3年度）

福岡国土建設専門学校 （単位：千円）

科目 金額 科目 金額

学生生徒等納付金 173,165 人件費 87,272

手数料 4,862 教育研究・管理経費 57,667

寄付金 0 その他の支出 12,144

補助金 3,308

附属事業収入 4,728

その他の収入 1,475

収入合計 187,538 支出合計 157,083

収入の部 支出の部
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